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先
日
、
す
で
に
故
人
だ
が
、
貧
し
い
人
々
と
共
に
生
き
る
活
動

で
世
界
的
に
知
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
男
性
聖
職
者
が
生
前
、
多

く
の
女
性
に
性
的
暴
行
を
働
い
て
い
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

た
。
わ
た
し
は
そ
の
運
動
に
大
変
教
え
ら
れ
て
き
た
の
で
、
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
。
し
か
し
、ウ
ソ
で
し
ょ
？
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
近
年
、
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
宗
派
を
問
わ
ず
、
国
内

外
を
問
わ
ず
、
男
性
聖
職
者
に
よ
る
性
加
害
の
事
実
が
次
々
に
明

る
み
に
出
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。
今
回
の
ニ
ュ
ー
ス
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。

　

性
暴
力
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、上
司
と
部
下
、

教
員
と
生
徒
、
コ
ー
チ
と
選
手
な
ど
、
日
常
的
な
権
力
関
係
の
中

で
起
こ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
、
聖
職
者
と
信
徒
と
い
う
関
係

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
一
般
的
に
神
父
や
牧
師
な
ど
と
呼
ば
れ
る
聖

職
者
は
、
神
の
言
葉
を
伝
え
、
信
徒
の
信
仰
生
活
を
指
導
す
る
立

場
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
信
徒
は
聖
職
者

を
尊
敬
し
、
そ
の
言
葉
に
信
頼
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
関

係
の
中
で
、「
神
の
み
こ
こ
ろ
」「
信
仰
を
深
め
る
た
め
」
な
ど
の

理
由
で
男
性
聖
職
者
が
子
ど
も
や
女
性
信
徒
に
性
的
行
為
を
強
要

し
た
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の

だ
。
も
と
も
と
権
力
関
係
の
中
に
あ
る
の
で
、
被
害
者
は
被
害
に

気
づ
き
に
く
い
。
た
と
え
気
づ
い
て
訴
え
出
て
も
、
ま
さ
か
聖
職

者
が
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
わ
け
が
な
い
と
、却
っ
て
疑
わ
れ
た
り
、

非
難
さ
れ
た
り
す
る
。
二
次
被
害
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
１
９
９
０
年
代
以
降
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
、相
談
窓
口
・

対
応
委
員
会
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
被
害
の
訴
え
は
今
も
止
む
こ
と
が
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
二
千
年
の
歴
史
を
通
し
て
築
い
て
き
た
男
性
聖
職
者
中
心
の

権
力
構
造
は
簡
単
に
変
わ
ら
な
い
か
ら
だ
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教

が
依
っ
て
立
つ
『
聖
書
』
そ
の
も
の
が
、
古
代
家
父
長
制
社
会
の

中
で
成
立
し
、
男
性
神
学
者
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
教
え
ら
れ
て
き

た
と
い
う
歴
史
も
あ
る
。
性
暴
力
を
無
く
し
て
い
く
に
は
息
の
長

い
取
り
組
み
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
中
で
、
わ
た
し
も
加
わ
っ
て
い
る
運
動
が
あ
る
。「
さ
ん

づ
け
」
運
動
だ
。
聖
職
者
で
あ
ろ
う
が
信
徒
で
あ
ろ
う
が
、
互
い

を
「
先
生
」
で
は
な
く
「
さ
ん
」
で
呼
ぶ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ

な
た
も
わ
た
し
も
神
の
前
に
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
く
。
こ
う
し
た
小
さ
な
営
み
が
性
暴
力
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

生
み
出
す
権
力
構
造
を
変
え
て
い
く
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
ば
か
り
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
他
の
宗
教

教
団
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
性
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
の
防
止
は

宗
教
を
横
断
す
る
課
題
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

「『性暴力を防止する』という課題を考える」

WCRP日本委員会
理 事
日本キリスト教協議会
総 幹 事

大嶋果織
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第
49
回
理
事
会

　

第
49
回
理
事
会
が
９
月
10
日
、
龍
谷
大
学
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
東と
う

黌こ
う

（
京
都
府
京
都
市
）
で
オ
ン
ラ

イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。
理
事
20
人
が
出

席
し
、「
日
本
委
員
会
人
事
」「
平
和
の
た
め
の
Ａ

Ｉ
倫
理
：
ロ
ー
マ
か
ら
の
呼
び
か
け
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
世
界
の
宗
教
」「
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
」

「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
運
営
の
改
善
に
む
け
て
」「
２
０
２
５

年
度
の
活
動
に
つ
い
て
」「
１
月
31
日
評
議
員
会
・

理
事
会
・
新
春
関
連
行
事
」
を
審
議
し
、
す
べ
て

可
決
さ
れ
た
。

　

理
事
会
の
冒
頭
、
受
け
入
れ
教
団
を
代
表
し
て

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
務
の
弘
中
貴
之
理
事
が
あ

い
さ
つ
し
た
。
ま
た
、
６
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

第
28
回
評
議
員
会
で
議
長
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員

会
会
長
）
に
選
出
さ
れ
た
天
台
宗
妙
法
院
門
跡
門

主
の
杉
谷
義
純
会
長
が
理
事
会
冒
頭
に
あ
い
さ
つ

を
行
い
、「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
１
９
７
０
年

の
創
立
以
来
、
諸
先
達
の
方
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て

き
た
。
一
昨

年
、昨
年
は
、

紛
争
当
事
国

の
宗
教
者
を

東
京
に
招

き
、
諸
宗
教

平
和
円
卓
会

議
を
開
催
し

た
。
世
界
平

和
か
ら
見
れ

ば
微
力
で
は

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
て
、
長
い
大
き
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
戸
松
義
晴
理
事
長
の
進
行
で
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。「
平
和
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
倫
理
：
ロ
ー

マ
か
ら
の
呼
び
か
け
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
世
界
の
宗

教
」
で
は
、
７
月
９
日
か
ら
10
日
に
広
島
市
で
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
、教
皇
庁
生
命
ア
カ
デ
ミ
ー
、

ア
ブ
ダ
ビ
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
宗

教
関
係
首
席
ラ
ビ
委
員
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ

た
会
合
の
詳
細

が
説
明
さ
れ

た
。
同
会
合
に

参
加
し
た
理
事

か
ら
感
想
が
述

べ
ら
れ
、
Ａ
Ｉ

社
会
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
行

動
規
範
や
倫
理

に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ

た
。
ま
た
、
８

月
21
日
に
杉
谷
会
長
、
戸
松
理
事
長
、
庭
野
光
祥

理
事
が
首
相
官
邸
を
訪
れ
、
岸
田
文
雄
首
相
と
面

会
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
「
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
」で
は
、
１
月
18
日

か
ら
支
援
金
勧
募
を
行
い
、７
月
末
時
点
で
８
，０

３
６
，３
７
３
円
の
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
災
害
時
に
特
別
な
配
慮
を
必
要
と

す
る
人
び
と
へ
緊
急
支
援
に
加
え
て
、
中
部
臨
床

宗
教
師
会
が
避
難
所
で
開
催
す
る
傾
聴
カ
フ
ェ
事

業
へ
１
０
０
万
円
の
継
続
支
援
を
行
う
こ
と
が
決

定
し
た
。

　
「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
運
営
の
改
善
に
む
け
て
」で
は
、
第

48
回
理
事
会（
６
月
４
日
）で
の
議
論
を
受
け
て
、

①
２
０
２
５
年
度
以
降
の
理
事
会
の
開
催
回
数
と

方
法
、②
会
報
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
発
行
回
数
、

③
事
業
内
容
の
整
理
、
絞
り
込
み
、
④
賛
助
会
員

の
拡
充
に
つ
い
て
、
社
会
の
動
向
や
組
織
の
現
状

に
合
わ
せ
て
検
討
し
、
運
営
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。
理
事
か
ら
は
、
支
出
を
削
減

す
る
の
み
な
ら
ず
、
収
入
を
増
や
す
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
来
年
１
月
の
理
事
会
、
評
議
員
会
で
２

０
２
５
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
を
策
定
す
る
た

め
に
、
２
０
２
５
年
度
に
想
定
さ
れ
る
活
動
内
容

に
つ
い
て
議
論
し
、第
３
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
、

Ａ
Ｉ
倫
理
国
際
会
合
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
戦
後
80

周
年
関
連
行
事
、
日
韓
宗
教
指
導
者
交
流
等
の
活

動
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
理
事
長
業
務
執
行
状
況
、
２

０
２
４
年
度
年

間
予
定
、
定
款

施
行
細
則
の
改

正
（
就
業
規

則
）、
会
員
・
会

員
拡
充
に
む
け

た
取
り
組
み
、

国
際
事
業
、
特

別
事
業
部
門
、

常
設
機
関
か
ら

の
報
告
が
行
わ

れ
た
。

杉谷会長の挨拶

理事会の様子

龍谷大学大宮キャンパス東黌
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「
気
候
危
機
学
習
会
２
０
２
４
」
を
開
催

　

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
以
下
：
同
Ｔ
Ｆ
）

は
９
月
12
日
、「
気
候
危
機
学
習
会
２
０
２
４
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
約
70
人
が
参
加
し
た
。

テ
ー
マ
は
『
原
発
問
題
を
倫
理
的
視
点
か
ら
再
考

す
る
』。

　

同
Ｔ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
の
八
坂
憧
憲
師
（
中
山
身
語

正
宗
本
部
長
）
の
総
合
司
会
の
下
、
田
中
庸
仁
師

（
真
生
会
会
長
／
同
Ｔ
Ｆ
責
任
者
）
よ
り
開
会
挨

拶
、
高
地
敬
師
（
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
主
教
／

同
Ｔ
Ｆ
運
営
委
員
）よ
り
趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
「
平
和
・
核

問
題
委
員
会
」
前
委
員
長
の
内
藤
新
吾
氏
（
日
本

ル
ー
テ
ル
教
会
稔
台
教
会
牧
師
）
が
登
壇
し
、
基

調
講
演
を
行
っ
た
。

　

内
藤
氏
は
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画「
イ
エ
ロ
ー
ケ
ー
キ
」を
取
り
上
げ
た
。

ウ
ラ
ン
鉱
山
の
採
掘
に
よ
っ
て
環
境
の
み
な
ら
ず

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、「
平
和
利
用
だ
っ
た

ら
い
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
こ
の
映

画
か
ら
分
か
る
」

と
内
藤
氏
は
強
調

し
た
。
自
然
界
に

存
在
す
る
ウ
ラ
ン

の
半
減
に
は
約
45
億
年
か
か
り
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
地

球
の
歴
史
と
同
じ
年
数
で
あ
る
。
原
発
使
用
で
発

生
し
た
廃
棄
物
（
核
の
ゴ
ミ
）
の
直
接
処
理
に
は

10
万
年
、
再
処
理
の
場
合
は
１
０
０
万
年
を
要
す

る
こ
と
に
言
及
、「
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
ス
テ
ン

レ
ス
製
容
器
が
水
と
触
れ
る
と
腐
食
が
進
む
事
例

を
踏
ま
え
、
内
藤
氏
は
「
地
震
大
国
で
地
下
水
が

豊
富
な
日
本
で
は
保
管
に
適
す
る
場
所
が
な
い
」

と
指
摘
し
、「
誰
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
す
る
の

か
」
と
訴
え
た
。
こ
の
あ
と
内
藤
氏
は
、
原
発
が

あ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
示
し
た
世
界
地
図
を
紹
介
し
、

「
地
震
の
多
発
す
る
海
岸
線
沿
い
か
つ
大
陸
プ

レ
ー
ト
上
で
原
発
を
稼
働
し
て
い
る
の
は
日
本
だ

け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
、
原
発

を
認
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
倫
理
的
な
問
題

と
な
る
だ
ろ
う
」
と
原
発
の
利
用
に
は
改
め
て
慎

重
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、「
宗
教
者
か
ら
の
応
答
」
と
題
し

て
、
質
疑
応
答
を
交
え
た
座
談
会
に
移
っ
た
。

　

田
中
師
は
、
身
内
に
福
島
か
ら
避
難
し
て
い
る

方
が
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
脱
原
発
を
推

し
進
め
る
の
は
政
治
家
の
力
も
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
選
挙
で
脱
原
発
を
訴
え
る
方
に
一
票
を
投
じ

る
こ
と
が
ま
ず
は
大
切
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

赤
井
悠
蔵
師
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
大

司
教
秘
書
・
広
報
／
同
Ｔ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
）
は
、
復

興
支
援
活
動
の
際
に
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る

帰
宅
困
難
区
域
で
見
た
自
身
の
体
験
を
語
っ
た
。

　

高
地
師
は
、
９

月
に
入
っ
て
も
な

お
真
夏
日
が
続

き
、
人
類
の
身
体

の
み
な
ら
ず
、
取

り
巻
く
産
業
に
ま

で
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
に
ふ

れ
、
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

　

水
谷
周
師
（
日

本
宗
教
信
仰
復
興
会
議
理
事
長
／
ス
ト
ッ
プ
！
核

依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
）
は
、
原
発
と

イ
ス
ラ
ー
ム
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
。
自
然
は
主

の
創
造
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
を
破
壊
し
た

り
根
本
秩
序
を
変
え
た
り
す
る
の
は
悪
行
で
あ
る

と
聖
典
（
コ
ー
ラ
ン
）
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
義
面
か
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
部
分
が
あ

る
と
説
明
し
た
。

　

國
冨
敬
二
師
（
立
正
佼
成
会
徳
島
教
会
教
会

長
／
同
Ｔ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
）
は
、
原
爆
の
延
長
線
上

に
原
発
が
あ
る
歴
史
的
な
捉
え
方
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
政
府

が
制
限
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
た
。

　

最
後
に
同
Ｔ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
田
爪
希
依
師

（
立
正
佼
成
会
調
布
教
会
教
会
長
）が
閉
会
あ
い
さ

つ
を
述
べ
、
学
習
会
が
終
了
し
た
。

学習会の様子

講師の内藤氏
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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会　

国
連「
未
来
サ
ミ

ッ
ト
」に
向
け
た
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

９
月
22
日
か
ら
23
日
に
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ

た
「
未
来
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
パ
リ

協
定
の
達
成
や
、
世
界
的
な
新
た
な
課
題
解
決
に

向
け
た
行
動
指
針
「
未
来
の
た
め
の
協
定
」
が
採

択
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
は
同
サ
ミ
ッ

ト
の
開
催
に
併
せ
て
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

９
月
20
日
午
前
、
国
連
環
境
計
画
、
国
連
諸
宗

教
諮
問
委
員
会
共
催
で
「
未
来
の
た
め
の
協
定
に

向
け
た
信
仰
に
基
づ
く
解
決
策
」
を
テ
ー
マ
に
国

連
プ
ラ
ザ
で
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
エ

リ
ア
ス
・
シ
ュ
チ
ニ
ツ
キ
氏
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
地
域
事
務
総
長
）
は
、「
未

来
の
た
め
の

協
定
」
が
多

国
間
主
義
を

推
進
す
る
中

で
、
諸
宗
教

間
の
協
調
が

特
に
必
要
と

さ
れ
る
と
あ

い
さ
つ
に
立

っ
た
。

　

午
後
に

は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
国
際
委
員
会
と
イ
ス
ラ
ー
ム
青
年
協
力
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
の
共
催
で
「
世
紀
最
大
の
課
題
に
対
す
る

諸
宗
教
青
年
の
応
答
：
未
来
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
信
仰

に
基
づ
く
貢
献
」
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
を
代

表
し
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ク
ー
リ
ア
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
事

務
総
長
が
開

会
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
世

界
の
諸
課
題

は
政
府
と
市

民
社
会
の
協

働
な
し
に
解

決
は
あ
り
得

な
い
と
述

べ
、
特
に
青

少
年
の
声
と

共
に
未
来
を

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
青
年
委
員
の
バ
ス
・

バ
ン
ド
ゥ
氏
（
メ
キ
シ
コ
）、
メ
リ
リ
ン
・
チ
タ
ラ

イ
氏（
南
ア
フ
リ
カ
）が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
登
壇
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
が
人
身
取
引
防
止
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　

９
月
24
日
か
ら
26
日
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性
信

仰
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
）
主
催
の

人
身
売
買
禁
止
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。
人
身
取
引
防
止
の
活
動
を
具
体

的
に
各
国
で
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
ロ
ビ
ー
・

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
に
重
点
を
置
き
、
少
人
数
で

能
力
開
発
を
行
う
こ
と
が
目
的
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
女
性
部
会
か
ら
は
、
Ａ

Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
事
務
局
長
を
務
め
る
河
田
尚
子
副
部

会
長
、
人
身
売
買
禁
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン

バ
ー
の
小
宮
山
延
子
委
員
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、
13
か
国
か
ら
最
大
32
人
が
参
加
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日

本
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ

ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ

の
人
身
売
買
の
状
況

と
そ
れ
に
対
す
る
市

民
社
会
や
政
府
の
取

り
組
み
と
課
題
が
共

有
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
人
身

売
買
に
関
す
る
ロ

ビ
ー
・
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
活
動
の
実
例
を

学
ん
だ
。
午
後
に
は

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
人
身
売

買
の
原
因
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
と
し
て
ロ

ビ
ー
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
を
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
展
開
で
き
る
か
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

　

３
日
目
は
、
ロ
ビ
ー
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
に

お
け
る
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
各
国
メ
ン
バ
ー
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
と
協
力
、
次
年
度
の
主
要
議
題
と

そ
れ
を
い
か
に
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
人
身
売
買
に
関
す
る
学
術
研

究
の
強
化
、
警
察
と
連
携
し
た
被
害
者
の
保
護
や

情
報
収
集
、
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
内
で
の
人
身
売
買
対
策
の
体
系
化
、
研
究
者

と
現
場
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
、

人
身
売
買
防
止
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
の
共
有
、
日
常
の

祈
り
の
中
で
人
身
売
買
の
被
害
者
に
想
い
を
寄
せ

る
な
ど
活
発
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
提
案
さ

れ
た
。

午前のサイドイベント

APWoFNワークショップの参加者

あいさつに立つクーリアWCRP国際事務総長
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ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
へ
の
支
援

　

２
０
２
３
年
２
月
６
日
に
発
生
し
た
ト
ル
コ
・

シ
リ
ア
地
震
に
対
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は

被
災
者
支
援
の
た
め
の
勧
募
金
の
呼
び
か
け
を
行

な
い
、
総
額
４
９
，４
０
９
，３
０
５
円
の
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
た
。
現
在
ま
で
に
、
現
地
に
お
い
て
被

災
者
支
援
に
取
り
組
む
国
内
外
10
団
体
に
対
し
11

件
、
総
額
２
８
，０
３
７
，３
５
０
円
の
支
援
を
行

っ
た
。

　

こ
の
度
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
が
支
援
を
行

な
っ
て
き
た
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
キ
ッ
ズ
・
レ
イ

ン
ボ
ー
よ
り
６
カ
月
に
及
ん
だ
支
援
事
業
の
最
終

報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
事
業
継
続
の

た
め
に
追
加
支
援
の
要
請
が
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
事
業
継
続
の
必
要
性
を
鑑

み
、
さ
ら
に
６
カ
月
の
事
業
継
続
に
必
要
な
２
万

３
千
ユ
ー
ロ
（
約
３
６
０
万
円
）
の
支
援
を
決
定

し
た
。

■
キ
ッ
ズ
・
レ
イ
ン
ボ
ー
と
支
援
事
業

　

ト
ル
コ
南
部
の
中
核
都
市
で
あ
る
ガ
ジ
ア
ン
テ

プ
は
、
２
０
０
万
人
の
住
民
の
う
ち
少
な
く
と
も

50
万
人
が
シ
リ
ア
難
民
と
言
わ
れ
る
。
キ
ッ
ズ
・

レ
イ
ン
ボ
ー
は
、
正
式
な
学
校
に
通
う
こ
と
の
で

き
な
い
１
０
０
人
を
超
え
る
難
民
の
子
ど
も
た
ち

（
ほ
と
ん
ど
が
シ
リ
ア
人
）を
受
け
入
れ
、
語
学
ク

ラ
ス
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
提
供
し
て
来

た
。

　

シ
リ
ア

難
民
の
人

び
と
は
、

ト
ル
コ
語

の
ス
キ
ル

も
乏
し
く

ト
ル
コ
人

と
の
緊
張

関
係
、
社
会
的
孤
立
や
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
も
、
学
校
中
退
、
早

婚
、
児
童
労
働
や
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
に
よ
る
心
的

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
な
ど
の
問

題
を
抱
え
て
い
た
。
地
震
の
発
生
は
、
こ
れ
ら
の

状
況
と
問
題
を
悪
化
さ
せ
た
。

　

キ
ッ
ズ
・
レ
イ
ン
ボ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ウ

マ
体
験
、
長
引
く
不
安
、
不
快
感
、
抑
う
つ
な
ど

の
症
状
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
及
び

そ
の
家
族
に
対
し
、
専
門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
り
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
運
営
し
、
改
善
を
は
か
る

た
め
の
精
神
的
社
会
的
支
援
（
Ｐ
Ｓ
Ｓ
）
事
業
を

６
カ
月
間
行
な
っ
て
き
た
。
以
下
に
そ
の
一
例
を

紹
介
す
る
。

●…

選
択
性
緘か
ん

黙も
く

症
と
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
症

状
の
少
年

　

８
歳
の
男
の
子
は
、
選
択
性
緘
黙
症
と
自
閉
症

の
可
能
性
の
あ
る
症
状
を
示
し
て
い
た
。
選
択
性

緘
黙
症
は
、
特
定
の
社
会
的
状
況
に
お
い
て
話
す

こ
と
が
で
き
な
い
重
度
の
不
安
障
害
で
あ
る
。
こ

の
症
状
は
、
地
震
に
よ
っ
て
家
を
失
い
、
瓦
礫
の

下
に
数
時
間
と
ど
ま
る
と
い
う
体
験
に
よ
っ
て
悪

化
し
た
。
彼
は
社
会
的
引
き
こ
も
り
、反
復
行
動
、

新
し
い
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
の
極
端
な
困
難
さ

の
兆
候
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
障
害
と
同
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
子
に
対
し
心
理
士
は
、
行
動
療
法
と
新
し

い
心
理
療
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、
子
供
が
社
会
的

な
交
流
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
よ
う
促
し
た
。音
楽
療
法
は
、

安
全
で
心
地
よ
い
方
法
で
感
情
を
表
現
し
、
不
安

を
軽
減
す
る
た
め
の
非
言
語
的
手
段
と
し
て
導
入

さ
れ
た
。
少
年
は
、
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
参
加
意
欲
の

向
上
や
社
会
的
関
与
の
わ
ず
か
な
改
善
な
ど
、
進

歩
の
兆
し
を
見
せ
始
め
て
い
る
が
、
今
後
も
彼
の

状
態
を
継
続
的
、
専
門
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要

が
あ
る
。

参加する母親たち

セッションを受ける子どもたち
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平
和
研
究
所 

第
５
回
研
究
会

�

藤
本
頼
生
所
員

　

第
５
回
研
究
会
は
９
月
24
日
、
普
門
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
東
京
・
杉
並
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

で
開
催
さ
れ
、
藤
本
頼
生
所
員
（
國
學
院
大
學
教

授
）
が
『
仁
慈
と
博
愛
―
昭
憲
皇
太
后
を
通
じ
て

考
え
る
人
間
性
の
回
復
―
』と
題
し
て
発
表
し
た
。

　

藤
本
所
員
は
、
明
治
天
皇
の
皇
后
で
あ
っ
た
昭

憲
皇
太
后
の
御
事
績
に
お
け
る
仁
慈
と
博
愛
の
精

神
を
通
じ
て
、
人
間
性
の
回
復
と
い
う
問
題
を
考

え
て
み
た
い
と
述
べ
た
。

　

藤
本
所
員
は
ま
ず
、五
摂
家
の
ひ
と
つ
一
條
家
の

三
女
と
し
て
生
を
受
け
た
昭
憲
皇
太
后
の
生
涯
と

そ
の
人
柄
に
つ
い
て
言
及
し
た
。父
忠
香
は
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
に
熱
心
で
あ
り
、幼
い
こ
ろ
よ
り
和

学
、
漢
学
、
筆
道
、
お
茶
や
琴
な
ど
を
習
わ
せ
、

昭
憲
皇
太
后
は
早
く
か
ら
才
女
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。
一
方
で
、邸
内
に
物
見
台
を
設
け
、

庶
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
。こ
の

よ
う
に
育
て
ら
れ
た
故
か
、
浜
離
宮
か
ら
馬
車
で

還
啓
の
際
、に
わ
か
雨
の
た
め
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た

小
学
校
の
児
童
と
先
生
に
傘
を
与
え
、
一
同
感
涙

し
た
と
の
象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
、
福
祉
・
社
会
事
業
が
未
発
達
な
近
代
に

お
い
て
、
社
会
事
業
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
こ

と
を
述
べ
た
。
特
に
、
日
本
赤
十
字
社
の
前
身
で

あ
り
、
西
南
戦
争
の
傷
病
兵
の
救
護
を
目
的
と
し

設
立
さ
れ
た
博
愛
社
へ
の
慰
問
品
の
中
に
、
葡
萄

酒
や
た
ば
こ
に
加
え
、自
ら
縫
製
し
た
綿め
ん

撤て
い

糸し（
包

帯
）
を
含
ま
せ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
昭
和
45
年

５
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
万
国

赤
十
字
総
会
に
提
議
し
設
立
さ
れ
た
「
昭
憲
皇
太

后
基
金
」
の
提
議
文
に
あ
る
、「
各
国
が
国
境
を
越

え
、
平
時
救
護
事
業
を
目
標
と
し
て
共
有
し
、
一

丸
と
な
っ
て
協
力
す
る
こ
と
は
国
際
親
善
に
も
資

す
る
」
と
の
「
思
召
」
は
、
昭
憲
皇
太
后
の
仁
慈

の
深
い
思
い
、
社
会
救
済
を
実
践
す
る
意
思
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

　

最
後
に
、昭
憲
皇
太
后
の
御
事
績
に
学
び
、人
々

が
人
間
性
の
回
復
に
努
め
る
こ
と
が
、今
後
の
世
界

平
和
の
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。

平
和
の
た
め
の
国
際
会
合
「
平
和
を
想
像

す
る
」
で
戸
松
理
事
長
が
ス
ピ
ー
チ

　

９
月
22
日
か
ら
24
日
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
開
催
さ

れ
た
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
主
催
の
平
和
の
た
め

の
国
際
会
合
「
平
和
を
想
像
す
る
」に
お
い
て
、
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
戸
松
義
晴
理
事
長
が
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
こ
の
国
際
会
合
は
、
ロ
ー
マ
教

皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
の
提
唱
に
よ
っ
て
１
９
８

６
年
10
月
イ
タ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
で
開
か
れ
た
「
世

界
平
和
の
祈
り
の
集
い
」の
精
神
を
引
き
継
ぐ
も
の

で
、
そ
の
後
38
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
国
際
会
議
の
開
会
式
で
は
、
エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
大

統
領
が
登
壇
し
、
こ

の
会
合
が
歴
史
的
に

希
望
の
象
徴
と
も
な

っ
た
パ
リ
で
開
催
す

る
こ
と
の
意
義
を
強

調
し
た
。
そ
し
て
、

「
戦
争
は
相
手
の
人

間
性
を
奪
う
も
の
で

あ
る
た
め
、
私
た
ち
の
視
点
を
人
間
的
な
も
の
に

戻
す
こ
と
、
戦
争
は
相
手
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
共
存
す
る
た
め
に
相
手
を
認

め
る
こ
と
、
そ
し
て
平
和
は
創
造
的
な
努
力
に
よ

っ
て
の
み
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
平
和
を

想
像
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
語
り
、
平
和
構
築
へ

の
連
帯
責
任
を
呼
び
か
け
た
。

　

会
合
３
日
目
パ
リ
市
庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
共
生
に
向
け
て
」
で
戸
松
理
事
長
が

講
演
し
た
。
平
和
の
心
を
大
切
に
し
合
う
人
間
同

士
の
共
生
、
万
物
に
神
聖
が
宿
る
と
捉
え
る
自
然

と
の
共
生
、
そ
し
て
最
先
端
技
術
に
お
け
る
倫
理

の
確
立
と
将
来
世
代
と
の
共
生
の
３
つ
の
重
要
性

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
の
中
で
、
７
月
広
島
で

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
が
主
催
し
た
国
際
会
合

「
平
和
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
倫
理
」に
お
け
る
議
論
の
意

義
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
会
合
２
日
目
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
貧
困
と
平
和
」
で
は
篠
原
祥
哲
事
務

局
長
が
発
表
し
た
。
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年
３
月
よ
り
身
延
山
久
遠
寺
総
務
。

理
事

橘
重
十
九
（
北
野
天
満
宮
宮
司
）

昭
和
23
年
生
ま
れ
、

石
川
県
出
身
。
延
喜

式
内
社
宮
司
社
家
二

十
五
代
に
生
ま
れ

る
。
会
社
員
を
経
て

昭
和
49
年
よ
り
北
野

天
満
宮
に
奉
職
。
禰
宜
、
権
宮
司
を
経
て
、
平
成

18
年
か
ら
現
職
。
そ
の
間
、
北
野
天
満
宮
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
創
設
に
尽
力
。
京
都
府
神
社
ス
カ
ウ

ト
協
議
会
会
長
と
し
て
青
少
年
育
成
活
動
に
努
め

た
。
全
国
天
満
宮
梅
風
会
会
長
。
京
都
府
神
社
庁

理
事
。

新
役
員
紹
介

　

新
た
に
就
任
し
た
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
役

員
を
紹
介
す
る
。

評
議
員

鈴
木
裕
治
（
妙
智
會
教
団
理
事
）

昭
和
58
年
、
妙
智
會

本
部
に
奉
職
。
音
楽

隊
部
長
、
青
年
本
部

長
、
あ
り
が
と
う
基

金
（
現
あ
り
が
と
う

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
）
事
務
局
長
、
本
部
事
務
局
総
務
部
長
、
本
部

事
務
局
長
を
歴
任
。
平
成
23
年
に
理
事
就
任
。

浜
島
典
彦
（
身
延
山
久
遠
寺
総
務
）

昭
和
26
年
に
三
重
県

桑
名
市
で
出
生
。
昭

和
49
年
立
正
大
学
仏

教
学
部
卒
業
、
昭
和

52
年
立
正
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
仏
教

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。日
蓮
宗
熊
谷
学
寮
寮
監
、

立
正
大
学
仏
教
学
部
講
師
、
日
蓮
宗
宗
務
院
伝
道

企
画
課
長
、
身
延
山
大
学
長
、
身
延
山
久
遠
寺
副

総
務
兼
共
栄
部
長
を
歴
任
。
平
成
16
年
か
ら
28
年

ま
で
東
京
都
荒
川
区
保
護
司
も
務
め
る
。
現
在
、

修
性
院
住
職
、
身
延
山
大
学
名
誉
教
授
。
令
和
６

W
C
R
P
10
月
20
日
号
令
和
六
年
十
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
四
〇
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

《
10
月
》

１
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
森
の
整
備
（
埼
玉
・
所
沢
）

�

※
18
日
も
実
施

７
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森 

守
る
会
と
の
懇
談
会
」（
埼
玉
・
所
沢
）

11
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
３

回
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

15
日　

 

青
年
部
会
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
青
年
部
会
と
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

22
日　

平
和
研
究
所
第
６
回
所
員
会
議
・
研
究
会

26
～
27 

日　

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
２
回

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

《
11
月
》

７
日　

 

青
年
部
会
第
２
回
幹
事
会
（
京
都
・
清
水
寺
）

８
日　

 

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
公
開
講
座
第
２
回
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）

14
日　

 

災
害
対
応
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
被
災
地
訪
問

（
石
川
県
・
輪
島
）

21
日　

 

人
身
売
買
禁
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
２
回
会

合

25
日　

女
性
部
会
宗
教
別
学
習
会
（
横
浜
）

26
日　

平
和
研
究
所
第
７
回
所
員
会
議
・
研
究
会

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

鈴木評議員浜島評議員

橘理事

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
や
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
の
方
々

と
の
交
流
を
通
し
て
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
は
貴
重
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
ご
縁
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

貴
網
（
き
も
う
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-
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